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組合諸制度７月の状況

■総合福祉共済制度
●特別給付金支払状況 （単位：円）

件数・金額
給付項目

件　数 給付金額

結 婚 祝 金 4 260,000

第 一 子 誕 生 祝 金 4 260,000

子 供 誕 生 祝 金 1 20.000

金 婚 祝 金 3 150,000 

銀 婚 祝 金 1 20,000

古 希 祝 金 3 30,000

還 暦 祝 金 2 20,000

長 寿 祝 金 0 0

配 偶 者 死 亡 弔 慰 金 1 30,000

子 供 死 亡 弔 慰 金 0 0

入 院 療 養 見 舞 金
（継続５日～29日入院）
（継続30日以上入院）

3
0

60,000
0

人 間 ド ッ ク 補 助 金 1 10,000

計 23 860,000

●共済金支払状況 （単位：円）

件数・金額
給付項目

件　数 給付金額

死 亡 共 済 金（病気等） 0 0

高 度 障 害 保 険 金 0 0

災害死亡共済金（事故） 1 4,000,000

災 害 入 院 共 済 金 1 30,000

計 2 4,030,000

●傷害通院給付金 （単位：円）

件数・金額
給付項目

件　数 給付金額

傷 害 通 院 給 付 金 2 108,000

■美容所賠償責任補償制度
対　　人 対　　物

事 故 発 生 件 数 3件 5件

保 険 金 支 払 件 数 1件 3件

保 険 金 支 払 金 額 35,719円 61,800円

■国民生活金融公庫融資制度
振興事業貸付 小企業設備貸付

申 込 件 数 14件 0件

申 込 金 額 89,200千円 0千円

■災害共助会制度
火 災 発 生 件 数 0件

自然災害発生件数 0件

見 舞 金 額 0円
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７月
３日 ＴＢＡ月例会
10日 広報会議
16日 組織部会
18日 総務部会
21日 美容師国家試験・実技（初日）
24日 教育部会
30日 経営部会

ガラ・ド実行委員会
８月
１日 福祉美容サービスセンター会議

若手組合員組織設立委員会
11日 広報会議
13日 本部事務局夏期休業（15日まで）
20日 関東ブロック理事長会
21日 雇用促進検討委員会
25日 総務部会

新年会実行委員会

規
制
緩
和
が
進
め
ら
れ
る

中
、
こ
こ
数
年
、
美
容
の
業

権
等
に
係
わ
る
問
題
が
度
々

俎
上
に
乗
り
、
懸
念
材
料

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先

頃
、
政
府
の
規
制
改
革
会
議

が
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を

公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
中
の

雇
用
・
就
労
分
野
で
、
美
容

師
の
資
格
制
度
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
に
わ
か
に
全

美
連
の
動
き
が
慌
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
中
間

と
り
ま
と
め
」
は
、
今
後
年

末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
３

次
答
申
の
と
り
ま
と
め
に
向

け
て
関
係
省
庁
等
と
協
議
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
事
項
は
①

「
基
本
的
な
カ
ッ
ト
技
術
に

特
化
し
た
資
格
の
創
設
」
②

「
両
資
格
保
有
者
が
勤
務
す

る
理
容
所
・
美
容
所
の
重
複

届
出
を
認
め
る
制
度
の
創

設
」③「
将
来
的
課
題
と
し
て

両
資
格
の
在
り
方
の
見
直

し
」
の
３
件
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
、
所
管

の
厚
生
労
働
省
は
、
業
態
の

性
格
上
馴
染
ま
な
い
、
法
令

の
運
用
上
問
題
あ
り
、
あ
る

い
は
行
政
改
革
の
方
針
に
反

す
る
等
の
理
由
で
、
い
ず
れ

の
事
項
も
不
適
切
で
あ
る
旨

の
意
見
を
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
規
制
改

革
会
議
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
、

社
会
状
況
の
変
化
等
を
論
拠

に
厚
労
省
の
意
見
と
は
異

な
る
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
年

末
ま
で
の
間
、
両
者
の
せ
め

ぎ
合
い
が
予
想
さ
れ
、
わ
れ

わ
れ
当
事
者
と
し
て
は
、
重

大
な
関
心
を
も
っ
て
見
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
全
美
連
で
は
、
こ

の
こ
と
に
関
す
る
情
報
を
収

集
す
る
と
と
も
に
、
業
権
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
各
組
合

に
も
支
援
・
協
力
の
要
請
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
厚
労
省
の
意
見
と
規
制
改

革
会
議
の
見
解
の
詳
細
は
２

面
に
掲
載
）

規
制
改
革
会
議
が「
中
間
と
り
ま
と
め
」

組
合
の
経
営
部
が
毎
年

実
施
し
て
い
る
「
美
容
経
営

等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
の
19
年
度
（
平
成
20
年

１
月
実
施
）
の
結
果
が
、
こ

の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、本
紙
上
で
３
回
（
予
定
）

に
わ
た
っ
て
報
告
し
ま
す
。

今
回
は
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
全
組
合
員
に
調
査

票
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
方
々
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
回
答
を
も
と
に
美
容

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
並
木
孝

信
氏
に
分
析
・
解
説
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
今
後
の
店
舗

経
営
の
参
考
に
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
質
問
項
目
に
対

す
る
回
答
分
析
・
解
説
は
３

〜
４
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
方
法
が
変
わ
り

ま
し
た
。
前
回
ま
で
は
不

特
定
抽
出
調
査
で
し
た

が
、
今
回
は
組
合
員
全
員

（
５
、０
８
１
）
に
ダ
イ
レ
ク

ト
便
に
調
査
票
を
同
封
し
て

実
施
。
回
答
数
（
無
記
名
）

は
１
、１
６
５
で
、
例
年
の

約
４
倍
の
デ
ー
タ
が
集
ま
り

ま
し
た
。

調
査
は
基
礎
調
査
（
性
別
、

年
齢
、
経
営
形
態
等
）
と
設

問
調
査
（
22
問
）
の
他
、
組

合
に
対
す
る
意
見
や
要
望
も

聴
取
。
ま
た
、
設
問
に
は
美

容
師
の
年
収
な
ど
の
経
済
問

題
、
免
許
制
度
（
業
務
独
占

制
度
）
に
関
す
る
業
権
確
保

問
題
等
も
加
え
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
調
査
に
厚
み
が
増
し

た
よ
う
で
す
。

回
答
者
は
60
代
が
ト
ッ
プ

　

ま
ず
基
礎
調
査
を
み
ま

す
と
、
回
答
者
の
男
女
比
は

36
％
対
64
％
で
前
年
調
査
と

ほ
ぼ
同
じ
。
年
齢
は
60
代
が

ト
ッ
プ
で
31
％
、
つ
い
で
50

代
が
28
％
、
40
代
18
％
、
30

代
７
％
と
年
代
が
下
が
る
ほ

ど
占
め
る
割
合
も
低
下
。
こ

れ
は
そ
の
ま
ま
少
子
高
齢
化

と
い
う
社
会
状
況
を
反
映

し
て
い
ま
す
。
70
代
以
上
は

15
％
、
20
代
は
１
％
。
20
代

は
９
人（
前
回
は
１
人
）と
増

え
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
も
っ

て
〝
若
返
り
現
象
〞
と
言
え

る
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

経
営
形
態
は
法
人
26
％
、
個

人
74
％
で
、
前
年
と
比
べ
法

人
が
若
干
減
り
、
個
人
が
そ

の
分
増
加
し
て
い
ま
す
。

①
従
事
者
に
つ
い
て
。

②
最
近
の
売
上
動
向
に
つ
い

て
。

③
現
行
の
美
容
料
金
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

④
経
営
上
の
問
題
点
に
つ
い

て
。

⑤
新
規
顧
客
の
獲
得
対
策
を

何
か
し
て
い
ま
す
か
。
あ

れ
ば
簡
単
に
お
書
き
下
さ

い
。

⑥
組
合
主
催
で
新
人
教
育
の

研
修
会
を
企
画
し
て
い
ま

す
が
、
新
入
社
員
を
そ
の

研
修
に
参
加
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
か
。

⑦
経
営
上
の
問
題
で
専
門
家

（
弁
護
士
、
税
理
士
な
ど
）

の
方
な
ど
に
相
談
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

⑧
現
在
、
あ
な
た
（
経
営

者
）
の
年
収
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

⑨
そ
の
年
収
に
つ
い
て
、
次

に
お
答
え
下
さ
い
。

⑩
職
業
別
に
見
て
美
容
師
の

平
均
年
収
は
、
２
０
０
６

年
調
査
で
、
２
６
８
万
円

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
他

の
職
種
の
年
収
と
比
べ
て

美
容
師
の
年
収
に
つ
い
て

お
答
え
下
さ
い
。

⑪
他
業
種
の
年
収
を
見
て
、

美
容
師
の
将
来
性
に
魅
力

が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

⑫
来
年
か
ら
努
力
し
て
少
し

ず
つ
技
術
料
を
ア
ッ
プ
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

⑬
あ
な
た
の
サ
ロ
ン
の
美
容

料
金
の
原
価
を
把
握
し
て

い
ま
す
か
。

⑭
従
業
員
の
平
均
給
料
（
税

込
み
）
は
、
ど
の
く
ら
い

で
す
か
。

⑮
次
の
各
業
界
の
３
年
後
の

予
想
年
収
（
30
才
〜
40
才

を
モ
デ
ル
）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
さ
て
、
あ
な
た
は

他
業
種
に
比
べ
て
美
容
師

の
年
収
（
30
才
〜
40
才
）

は
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
が
理

想
だ
と
思
い
ま
す
か
。

⑯
従
業
員
技
術
者
は
給
料

（
税
込
み
）
の
何
倍
を
稼

げ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
。

⑰
あ
な
た
は
経
営
者
と
し
て

何
を
第
一
に
考
え
ま
す
か
。

大
切
だ
と
思
う
順
に
順
位

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

⑱
例
え
ば
、
組
合
員
皆
で
値

上
げ
し
よ
う
と
す
る
機

運
が
高
ま
っ
た
と
し
た
ら
、

ど
う
思
い
ま
す
か
。

⑲
美
容
師
の
職
業
の
業
務
独

占
資
格
を
守
り
た
い
と
思

い
ま
す
か
。

⑳
美
容
組
合
に
入
っ
て
い
る

事
が
、
ご
自
分
の
職
業
を

守
る
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

㉑
東
京
都
で
組
合
員
が
８
、０

　

０
０
軒〔
現
在
５
、２
０
０

　

軒
〕
以
上
に
な
る
と
、
対

外
的
に
美
容
組
合
と
し

て
の
意
見
は
相
当
強
い
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
為
に
は
組
合
員
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
ア
ウ
ト
対
策
で

組
合
加
入
促
進
に
協
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
か
。

㉒
規
制
緩
和
政
策
で
美
容

業
が
ピ
ン
チ
に
（
例
え
ば
、

業
務
独
占
資
格
か
ら
名
称

独
占
資
格
に
変
わ
る
等
）

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。

㉓
組
合
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

◎性別

◎年齢 ◎経営形態

平成19年度「美容経営等に
関するアンケート調査」

結果報告
全
組
合
員
対
象
に
実
施

年
収
、免
許
制
度
に
つ
い
て
も

解
説
／
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

並
木　

孝
信

正
念
場
の
理
美
容
垣
根
問
題

19
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
項
目
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ハートフル美容師養成研修

日　　時　• 開講式：平成20年10月７
日（火）午前９時から正午

 •通信教育：約２ヶ月間
 • 集合研修：平成20年12月

16日（火）午前９時～午

後４時45分（予定）

会　　場  美容会館２階研修室・９階
ホール

募集人員 40名（定員になり次第締切）
対 象 者  組合員及びその従業員（美

容師）

受 講 料 一般：27,000円
  ※ 介護等の資格のある方は

割り引かれます。詳しくは

同封のチラシをご覧下さい。

申込方法  お電話でお申込下さい。

技
術
講
習
会
の
ご
案
内　
　

技
術
講
習
会
の
ご
案
内　
　

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
０
３

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
０
３

－－

３
３
７
０

３
３
７
０

－－

２
１
３
１

２
１
３
１

厚
労
省
の
意
見
と
規
制
改
革
会
議
の
見
解
１
面
に
掲
載
し
た
記
事
の

関
連
の
表
で
す
。

事　
　

項

厚
労
省
の
意
見

規
制
改
革
会
議
の
見
解

①　

適
材
適
所
の
人
材
活
用

　

ア 　

理
容
師
及
び
美
容
師

資
格
制
度

　
　

 「
基
本
的
な
カ
ッ
ト
技

術
に
特
化
し
た
資
格
の

創
設
」

（
厚
生
労
働
省
） 　

現
在
の
理
容
師
養
成
施
設
及
び
美
容
師
養
成
施
設
に
お
け
る

教
科
課
程
は
、
理
容
の
業
、
美
容
の
業
に
必
要
な
衛
生
等
に
関

す
る
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
内
容
と
し
て
構
成
さ

れ
て
お
り
、
個
々
の
知
識
・
技
術
が
相
互
に
関
連
し
て
総
体
と

し
て
理
容
の
業
、
美
容
の
業
に
必
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
部
の
側
面
を
切
り
出
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
を

付
与
す
る
と
い
う
考
え
方
は
な
じ
ま
な
い
。

　

さ
ら
に
、
新
し
い
国
家
資
格
の
創
設
は
国
の
関
与
を
最
小
限

に
す
る
方
向
で
見
直
し
が
さ
れ
て
き
た
従
来
の
行
政
改
革
の
方

針
に
反
し
、
既
存
の
資
格
の
細
分
化
は
資
格
者
の
業
務
範
囲
の

統
合
・
拡
大
を
図
る
と
い
う
従
来
の
規
制
改
革
の
方
針
に
反
す

る
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
カ
ッ
ト
技
術
に
特
化
し
た
資
格
の
創
設
は
不
適
切

で
あ
る
。

　

理
容
師
資
格
及
び
美
容
師
資
格
に
つ
い
て
は
、
当
初
同
じ
理

容
師
法
で
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
な
ど
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
対
応
し
て
、

美
容
師
法
が
制
定
（
昭
和
32
年
）
さ
れ
、
別
々
の
法
律
に
よ
り

規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
両
資
格
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
固
有
の
知
識
技
術
（
理
容
師
の
顔
そ
り
な
ど
）
が
あ

る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
求
め
ら
れ
る
知
識
や
技
術
に
お
い
て

重
な
り
合
う
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
部
を
切
り
出
す

こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
実
態
と
し
て
、
カ
ッ

ト
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
現
在
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
対
応
が
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

理
容
師
及
び
美
容
師
資
格
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
カ
ッ
ト

技
術
に
特
化
し
た
資
格
と
、
そ
の
上
級
資
格
と
し
て
、
現
行
の

両
資
格
を
統
合
し
た
資
格
に
再
編
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

資
格
の
細
分
化
と
の
指
摘
は
あ
た
ら
な
い
。

　

ア 　

理
容
師
及
び
美
容
師

資
格
制
度

　
　

 「
両
資
格
保
有
者
が
勤

務
す
る
理
容
所
・
美
容

所
の
重
複
届
出
を
認
め

る
制
度
の
創
設
」

（
厚
生
労
働
省
） 　

異
な
る
店
舗
で
の
営
業
を
前
提
に
法
制
化
さ
れ
、
そ
の
後
も

改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
理
容
師
法
、
美
容
師
法
の
経
緯
・
趣
旨

等
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
等
に
お
け

る
理
容
所
・
美
容
所
の
開
設
届
の
受
理
、
免
許
の
取
消
し
又
は

店
舗
の
閉
鎖
命
令
等
に
お
け
る
法
令
の
運
用
に
支
障
を
来
す
な

ど
、
理
容
の
業
、
美
容
の
業
の
適
正
を
確
保
す
る
上
で
重
大
な

支
障
が
生
じ
か
ね
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
理
容
所
・
美
容
所
の
重
複
届
出
を
認
め
る
こ
と

は
現
行
の
理
容
師
法
、
美
容
師
法
に
基
づ
く
理
容
師
制
度
、
美

容
師
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
同
一
店
舗
に
お
け
る
理
容
師
及
び
美
容
師
の
混
在

勤
務
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
重
複
届
出
を
認
め
る
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
は
不
適
切
で
あ
る
。

　

異
な
る
店
舗
で
の
営
業
を
前
提
に
法
制
化
さ
れ
て
き
た
事
実

は
認
識
し
て
い
る
が
、
現
在
の
社
会
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
て

見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

同
一
施
設
に
勤
務
す
る
者
全
員
が
、
理
容
師
及
び
美
容
師
の

両
資
格
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
容
所
及
び
美
容
所
の
重
複

届
出
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
店

舗
と
し
て
認
め
て
も
、
な
ん
ら
支
障
は
生
じ
な
い
と
考
え
る
。

　

な
お
、
重
複
届
出
制
度
創
設
に
あ
た
っ
て
、
運
用
上
の
整
理

が
必
要
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
規
定
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
理
容
師
制
度
、
美
容
師
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が

す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

ア 　

理
容
師
及
び
美
容
師

資
格
制
度

　
　

 「
将
来
的
課
題
と
し
て

両
資
格
の
在
り
方
の
見

直
し
」

（
厚
生
労
働
省
） 　

理
容
師
法
・
美
容
師
法
に
基
づ
き
、
理
容
の
業
、
美
容
の
業

に
お
け
る
衛
生
等
を
確
保
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
が
適
正

に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
示
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
理
容
師
及
び
美
容
師
の
混
在
勤
務
の
解
禁
、
両
資
格
の
統
合

を
目
的
と
し
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
は
、
不
適
切
で
あ
る
。

　

理
容
業
及
び
美
容
業
に
は
相
互
に
重
な
り
合
う
部
分
が
あ
り
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
両
資
格
の
統
合
や
混
在
勤

務
の
解
禁
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
理
容
業
及
び
美
容
業
の
適
正

な
運
営
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

　

両
資
格
の
あ
り
方
の
見
直
し
の
必
要
度
は
近
年
特
に
高
ま
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
、
美
容
師
資
格
を
有
す
る
子
が
理

容
所
を
継
承
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
容
所
の
後
継
者

問
題
を
大
幅
に
軽
減
す
る
。
ま
た
、
同
じ
施
設
に
お
い
て
理
容

及
び
美
容
の
両
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

近
隣
の
理
容
所
減
少
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

長
年
に
わ
た
っ
て
組
合
員

等
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き

た
全
美
連
の
休
業
補
償
共
済

制
度
が
、
本
年
10
月
１
日
よ

り
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

現
行
制
度
で
は
、
年
齢
区

分
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
掛
け

金
が
異
な
り
補
償
額
が
一
律

で
し
た
が
、
改
定
後
は
、
掛

け
金
は
年
齢
に
関
係
な
く
一

律
同
額
で
、
補
償
額
が
年
齢

に
応
じ
て
異
な
る
と
こ
ろ
が

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
。
既
加
入

者
の
方
は
引
き
続
き
更
新
を
、

そ
し
て
未
加
入
の
方
は
是
非
、

こ
の
機
会
に
加
入
を
ご
検
討

下
さ
い
。

特
色

◎ 

万
一
病
気
や
ケ
ガ
で
営
業

を
休
ん
で
も
月
々
の
所
得

を
１
年
間
補
償
し
ま
す
。

◎ 

就
業
不
能
期
間
が
１
ヶ
月

以
上
に
な
っ
た
場
合
、
ご

希
望
に
よ
り
１
ヶ
月
単
位

で
給
付
金
を
お
支
払
い
す

る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

◎ 

医
師
に
よ
る
健
康
診
断
は

一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

新
規
加
入
者
の
方
か
ら

は
「
健
康
状
況
の
告
知
」

を
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

傷
害
（
死
亡
・
後
遺
障
害
）

特
約
は
今
回
の
改
定
で

廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

加
入
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

① 

組
合
員
・
従
業
員
で
、
美

容
業
に
正
常
に
従
事
し

て
い
る
方

② 

美
容
業
に
よ
る
所
得
の
あ

る
方

③ 

加
入
日
（
10
月
１
日
）
現

在
、
満
15
歳
以
上
79
歳
以

下
の
方
（
70
歳
以
上
の
方

は
継
続
加
入
の
み
）

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

契
約
期
間

10
月
１
日
午
後
４
時
か
ら

翌
年
10
月
１
日
午
後
４
時
ま

で
の
１
年
間
と
な
り
ま
す
。

掛
金
（
一
口
あ
た
り
）

一
律　

６
、０
０
０
円

加
入
口
数

美
容
業
に
よ
る
平
均
月
間

所
得
範
囲
な
ら
、
何
口
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

補
償
内
容（
１
口
当
た
り
）

別
表
の
「
改
定
後
制
度
体

系
」
を
参
照
下
さ
い
。

申
込
締
め
切
り

９
月
12
日
（
金
）

お
申
込
・
問
い
合
わ
せ

組
合
本
部
へ

℡
０
３-

３
３
７
０-

２
１
３
１

既
加
入
者
へ
の
お
知
ら
せ

今
回
の
改
定
に
伴
い
、
現

在
ご
加
入
頂
い
て
い
る
方
に

は
、
日
本
興
亜
損
害
保
険
よ

り
「
制
度
改
定
お
よ
び
加
入

内
容
確
認
の
ご
案
内
」
が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

制
度
改
定
の
説
明
と
現
在

の
加
入
内
容
を
確
認
し
、
改

定
に
よ
り
変
わ
る
口
数
、
補

償
額
、
掛
金
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
改
定
後

の
既
加
入
者
の
口
数
・
掛
金

は
、
原
則
と
し
て
現
在
の
補

償
額
を
カ
バ
ー
す
る
内
容
の

「
自
動
更
改
プ
ラ
ン
に
移
行

し
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
口

数
増
・
掛
金
ア
ッ
プ
に
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、「
制
度
改
定
お
よ
び

加
入
内
容
確
認
の
ご
案
内
」

で
は
、
現
在
加
入
頂
い
て
い

る
内
容
よ
り
も
若
干
、
補
償

額
が
す
く
な
く
な
る
「
掛
金

節
約
プ
ラ
ン
」
も
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

就業不能時の所得の補償（一口あたり）
制度掛金・補償額

年齢区分 掛　金 補償額（円）
15～19歳

一律
6,000円

１月当り（負担額は）500円

102,000
20～24歳 70,000
25～29歳 62,000
30～34歳 50,000
35～39歳 40,000
40～44歳 32,000
45～49歳 27,000
50～54歳 23,000
55～59歳 22,000
60～64歳 20,000
65～69歳 17,000
70～74歳 ｝新設　　　（継続加入のみ）

13,000
75～79歳 10,000

改 定 後 制 度 体 系

全
美
連
・
休
業
補
償
共
済
制
度
が

全
美
連
・
休
業
補
償
共
済
制
度
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

改
定
さ
れ
ま
し
た

掛
け
金
一
律
、補
償
額
を
年
齢
で
区
分

　

今
月
は
、
組
織
部
会
、

総
務
部
会
、
教
育
部
会
の

報
告
で
す
。

 

組
織
部
会

７
月
16
日
開
催

　

組
合
加
入
促
進
の

具
体
策
、
店
舗
活
性

化
及
び
雇
用
促
進
に

つ
い
て
協
議
。

 

総
務
部
会

７
月
18
日
開
催

　

推
薦
商
品
審
査
・

災
害
調
査
・
政
策
活

動
の
各
担
当
者
を
選

任
後
、
総
合
福
祉
共
済
制

度
の
加
入
促
進
、
休
業
傷

害
補
償
共
済
制
度
の
改
定

及
び
加
入
促
進
、
集
団
扱

い
保
険
の
取
扱
い
、
Ｔ
Ｍ

ラ
イ
ン
観
覧
・
組
合
員
親

睦
旅
行
の
企
画
に
つ

い
て
協
議
。

 

教
育
部
会

７
月
24
日
開
催

　

各
種
講
習
会
等
の

開
催
や
収
支
決
算
、

全
国
大
会
関
連
事
項

等
を
報
告
後
、
着
付

師
社
内
検
定
受
験
講

習
会
の
開
催
、
全
国

大
会
出
場
選
手
の
強

化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

を
協
議
。

加入者募集
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は
じ
め
に

　

美
容
業
が
景
気
回
復
の
恩

恵
に
浴
さ
な
い
う
ち
に
、
経

済
は
停
滞
あ
る
い
は
下
降
の

局
面
に
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
美
容
業
は
〝
慢
性
不

況
〞
か
ら
い
つ
抜
け
出
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
国
民
生
活

金
融
公
庫
に
よ
る
平
成
20
年

1
〜
3
月
期
調
査
を
み
て
も
、

美
容
の
売
上
、
採
算
、
利
用

客
数
、
客
単
価
は
、
い
ず
れ

も
芳
し
い
動
き
を
み
せ
て
い

ま
せ
ん
。
少
し
上
昇
し
た
か

と
思
え
ば
す
ぐ
下
降
す
る
と

い
う
繰
り
返
し
を
、
長
い
間

続
け
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
業
績
の
良
し
悪
し
を
示

す
Ｄ
Ｉ
（「
良
い
」
と
答
え

た
企
業
割
合
か
ら
、「
悪
い
」

と
答
え
た
企
業
割
合
を
差
し

引
い
た
数
値
）
の
グ
ラ
フ
は
、

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
の

線
か
ら
上
に
出
ら
れ
ず
、
常

に
マ
イ
ナ
ス
ゾ
ー
ン
で
上
下

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

経
営
上
の
悩
み
も
①
顧
客

数
の
減
少
（
61
・
2
％
）
②

仕
入
れ
価
格
・
人
件
費
等
の

上
昇
を
料
金
に
転
嫁
が
困
難

（
27
・
8
％
）
③
客
単
価
の

低
下
（
20
・
1
％
）
と
、
こ

の
3
つ
が
〝
悩
み
御
三
家
〞

と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

取
り
残
さ
れ
る

　

美
容
料
金

　

原
油
価
格
の
高
騰
が
ガ
ソ

リ
ン
価
格
を
一
挙
に
押
し
上

げ
て
、
史
上
最
高
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
影
響
は
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
原
油
を

燃
料
や
原
料
と
す
る
商
品
も

軒
並
み
値
上
が
り
し
て
お
り
、

さ
ら
に
こ
の
秋
ま
で
に
バ
タ

ー
、
チ
ー
ズ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、

ハ
ム
と
い
っ
た
日
用
の
食
料

品
か
ら
電
気
、
ガ
ス
代
ま
で

上
昇
し
ま
す
。
す
で
に
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
棚
か
ら
バ
タ
ー

や
ポ
リ
袋
が
消
え
て
い
る
と

も
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

石
油
に
代
わ
る
バ
イ
オ
燃

料
の
需
要
が
増
え
れ
ば
、
原

料
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
穀

物
の
価
格
が
高
騰
し
、
そ
れ

を
飼
料
と
し
て
い
る
牛
肉
の

値
段
も
上
昇
す
る
と
い
う
悪

循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
同

じ
生
衛
業
種
の
都
内
の
浴

場
も
20
円
値
上
げ
し
て
大
人

４
５
０
円
に
な
り
ま
す
。
業

界
は
燃
料
高
騰
を
加
味
し
た

試
算
で
は
50
円
の
値
上
げ
が

必
要
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
ひ
と
り

取
り
残
さ
れ
て
い
る
の
が
美

容
料
金
で
す
。
そ
れ
の
み
か

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
わ
か
る
よ
う
に
、
平
成
19

年
の
総
合
パ
ー
マ
（
シ
ャ
ン

プ
ー
込
み
）
の
平
均
料
金
は

8
、９
６
８
円
で
、
平
成
9

年
の
水
準
近
く
に
ま
で
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。

千
円
カ
ッ
ト
増
殖
中

　

料
金
の
低
落
傾
向
を
後
押

し
す
る
か
の
よ
う
に
、「
10

分
1
、０
０
０
円
カ
ッ
ト
」

を
売
り
も
の
に
し
た
サ
ロ
ン

が
相
変
ら
ず
増
え
続
け
て
い

る
よ
う
で
す
。
多
く
は
男
性

客
を
対
象
に
し
た
理
容
室
で

す
が
、
最
近
は
同
じ
よ
う
に

10
分
１
、０
０
０
円
カ
ッ
ト

専
門
の
美
容
室
が
出
現
し
て

い
ま
す
。「
と
う
と
う
こ
こ

ま
で
来
た
か
と
い
う
感
じ
」

と
あ
る
経
営
者
は
言
っ
て
い

ま
し
た
。
工
程
は
①
券
売
機

で
券
を
購
入
②
カ
ッ
ト
施
術

③
エ
ア
ー
ブ
ラ
シ
を
か
け
終

了
。
シ
ャ
ン
プ
ー
も
ブ
ロ
ー

も
あ
り
ま
せ
ん
。
年
中
無
休

で
男
女
客
の
区
別
が
な
い
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ロ
ン
と
謳
っ
て

お
り
、
経
験
豊
富
な
美
容
師

が
担
当
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 　

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
で
、「
20
分
２
、０
０
０

円
カ
ッ
ト
＆
ス
タ
イ
リ
ン

グ
」
の
美
容
室
も
出
現
し
て

い
ま
す
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
合
い
間
に

利
用
で
き
る
の
で
、
働
く
女

性
た
ち
に
好
評
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

し
か
し
、
低
料
金
店
が
出

来
た
、
お
客
さ
ん
が
減
っ
た
、

売
上
げ
が
伸
び
な
い
と
い
っ

て
、
た
だ
嘆
く
ば
か
り
で
は

業
績
が
上
向
か
な
い
の
は
当

然
で
す
。
が
、
実
は
こ
う
い

う
サ
ロ
ン
が
意
外
に
多
い
よ

う
で
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
起
こ
せ

　

売
上
げ
を
増
や
す
た
め
に

は
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が

必
要
で
し
ょ
う
。
何
の
行
動

も
起
こ
さ
ず
に
天
ば
か
り
仰

い
で
い
て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

幸
い
お
し
ゃ
れ
に
対
す
る
需

要
は
旺
盛
で
す
し
、
こ
れ
か

ら
も
市
場
拡
大
は
続
く
で
し

ょ
う
か
ら
、
そ
こ
に
ど
う
斬

り
込
ん
で
い
く
か
で
す
。
経

営
者
1
人
の
店
で
も
小
規
模

店
で
も
、
そ
れ
な
り
に
起
こ

せ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
は
あ
る
筈

で
す
。
た
と
え
ば
メ
ニ
ュ
ー
の

多
様
化
も
そ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

第
４
の
メ
ニ
ュ
ー
を

　

都
道
府
県
美
容
組
合
の

全
国
団
体
で
あ
る
全
美
連
は
、

美
容
室
の
業
務
拡
大
・
メ
ニ

ュ
ー
の
多
様
化
を
促
進
さ
せ

る
た
め
、
技
術
と
知
識
の
評

価
認
定
制
度
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
エ

ス
テ
、
ネ
イ
ル
、
メ
イ
ク
3

種
目
の
技
術
と
知
識
を
研
修

さ
せ
た
上
で
、
そ
れ
を
評
価

認
定
し
、
サ
ロ
ン
の
営
業
種

目
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
評
価
認
定
を
営
業

に
ど
う
取
り
込
ん
で
い
く
か

は
、
個
々
の
サ
ロ
ン
の
力
量

に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
パ
ー
マ
、

カ
ッ
ト
、
カ
ラ
ー
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
続

く
第
4
の
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り

で
す
。
た
と
え
ば
顔
そ
り
と

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ
と
メ

イ
ク
を
一
体
化
し
た
メ
ニ
ュ

ー
の
提
案
や
、
多
彩
な
デ
ザ

イ
ン
に
よ
る
ネ
イ
ル
の
話
題

づ
く
り
な
ど
、
顧
客
拡
大
と

一
客
当
た
り
の
売
上
高
の
増

加
を
狙
う
戦
略
な
の
で
す
。

自
店
独
自
の
工
夫
も

　

こ
こ
で
都
内
の
あ
る
サ
ロ

ン
の
パ
ー
マ
戦
略
を
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。

　

若
者
に
も
シ
ニ
ア
に
も

共
通
し
て
導
入
で
き
る
「
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
」
の
高
料
金
メ

ニ
ュ
ー
が
ほ
し
い
。
経
営
者

の
Ｋ
さ
ん
が
試
行
錯
誤
の
末

に
出
会
っ
た
の
が
、
大
手
メ

ー
カ
ー
Ｔ
社
の
〝
形
状
記
憶

パ
ー
マ
〞
で
し
た
。
営
業
マ

ン
の
言
葉
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

３
か
月
に
お
よ
ぶ
テ
ス
ト
に

自
店
独
自
の
工
夫
を
加
え
た

結
果
、
お
お
む
ね
「
弾
力
の

あ
る
大
き
な
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ

ェ
ー
ブ
が
得
ら
れ
、
ロ
ン
グ

で
も
毛
先
が
ダ
レ
な
い
。
シ

ャ
ン
プ
ー
し
て
も
形
状
が
す

ぐ
に
戻
り
、
３
か
月
は
ウ
ェ

ー
ブ
が
落
ち
な
い
。
パ
サ
つ

か
ず
手
入
れ
も
簡
単
」
な
こ

と
を
確
認
。

　

こ
れ
を
近
く
通
常
パ
ー

マ
料
金
に
３
、０
０
０
円
〜

４
、０
０
０
円
上
乗
せ
し
た

料
金
で
提
供
す
る
予
定
で
す
。

「
お
そ
ら
く
一
度
施
術
し
た
ら
、

ウ
ェ
ー
ブ
の
虜
に
な
る
で
し

ょ
う
」
と
、
経
営
者
は
自
信

を
み
せ
ま
す
。
施
術
件
数
は

少
な
く
て
も
「
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
」
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
定

着
さ
せ
、
サ
ロ
ン
の
信
頼
に

つ
な
げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
雇
用
が
常
態
化

●
１
．
従
事
者
に
つ
い
て

　

事
業
主
の
み
の
い
わ
ゆ

る
「
１
人
経
営
店
」
は
10
店

に
３
店
弱
。
前
回
調
査
（
15

％
）
に
比
べ
る
と
２
倍
近
く

増
え
て
い
ま
す
が
、
一
挙
に

１
人
経
営
店
が
増
え
た
と
い

う
よ
り
、
多
少
の
増
加
傾
向

は
あ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
調

査
サ
ン
プ
ル
数
の
変
動
に
よ

る
誤
差
と
み
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
明
確
な
判
断

資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回

の
調
査
結
果
が
ど
う
出
ま
す

か
。

　

家
族
従
業
員
を
除
く
常
時

雇
用
者
の
い
る
サ
ロ
ン
は

半
数
強
で
前
回
と
全
く
同
じ
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用

サ
ロ
ン
は
、
前
年
の
30
％
か

ら
2
％
減
っ
て
28
％
に
。
平

成
12
年
度
調
査
で
は
21
・
7

％
で
し
た
か
ら
、
経
費
節
減

対
策
な
ど
に
よ
る
「
常
用
よ

り
パ
ー
ト
へ
」
と
い
う
雇
用

シ
フ
ト
が
常
態
化
し
て
い
る

と
み
て
い
い
で
し
ょ
う
。
あ

る
経
営
者
は
「
パ
ー
ト
雇
用

は
比
較
的
お
客
様
の
多
い

午
後
の
3
〜
4
時
間
で
す
ね
。

う
ち
の
場
合
は
ツ
テ
を
頼
っ

た
り
、
結
婚
な
ど
で
退
職
し

た
元
従
業
員
に
声
を
か
け
た

り
、
店
頭
に
張
り
紙
を
出
し

た
り
と
か
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
雇
用
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
元
従
業

員
の
連
絡
先
や
動
静
を
把

握
し
て
お
く
必
要
も
起
き
て

く
る
よ
う
で
す
。
な
お
、
事

業
主
の
み
の
店
舗
を
除
い
た

１
店
当
た
り
の
従
業
員
数
は
、

前
年
よ
り
0
・
4
人
増
え
て

5
・
6
人
。

一
転
し
て

尻
す
ぼ
み
の
状
況

●
２
． 

最
近
の
売
上
動
向
に

つ
い
て

２
‐〔
１
〕「
技
術
売
上
」
は

　

平
成
16
年
の
最
悪
の
状
況

を
脱
し
て
3
年
目
。
い
ま
だ

容
易
に
値
上
げ
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
か

ら
、
客
足
の
伸
び
が
唯
一
の

頼
り
で
す
。〝
行
列
の
で
き

る
美
容
室
〞
は
夢
の
ま
た
夢

で
す
が
、
少
な
く
と
も
前
年

並
み
は
維
持
し
た
い
も
の
で

す
。
そ
の
前
年
の
技
術
売
上

は
「
増
加
傾
向
に
あ
る
」
と

「
横
ば
い
状
態
に
あ
る
」
が
、

と
も
に
過
去
６
年
間
で
最
高

を
記
録
し
、「
減
少
傾
向
に

あ
る
」
が
7
％
と
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。
今
回
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
一
転
し
て
尻

す
ぼ
み
の
状
況
。
前
年
に
比

べ
「
増
加
傾
向
に
あ
る
」
が

1
％
、「
横
ば
い
状
態
に
あ

る
」
が
4
％
、
そ
れ
ぞ
れ
低

落
し
、
そ
の
分
、「
減
少
傾

向
に
あ
る
」
が
5
％
増
加
し

ま
し
た
。
こ
の
数
年
、
景
況

は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
上
が
れ
ば
下
が
る

と
い
う
不
安
定
な
動
き
が
つ

き
ま
と
い
ま
す
。
最
近
の
著

し
い
諸
物
価
の
値
上
が
り
が
、

美
容
消
費
に
ど
う
影
響
し
ま

す
か
。
不
安
材
料
を
な
か
な

か
払
拭
で
き
ま
せ
ん
。

「
減
少
傾
向
に
あ
る
」

が
大
幅
増
加

２
‐〔
２
〕「
商
品
売
上
」
は

　

こ
こ
で
も
平
成
16
年
の

「
減
少
傾
向
に
あ
る
」（
67
％
）

と
い
う
最
悪
状
況
か
ら
抜
け

出
て
3
年
目
。
技
術
売
上
の

増
減
が
そ
の
ま
ま
商
品
売
上

に
連
動
す
る
と
い
う
パ
タ
ー

ン
は
同
一
。
技
術
売
上
が
上

（
下
）
が
れ
ば
、
商
品
売
上

も
お
お
む
ね
上
昇
（
下
降
）

し
ま
す
。
こ
れ
は
来
店
客
数

の
多
少
に
関
係
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
「
増
加
傾
向
に
あ

る
」
が
2
％
減
の
11
％
、「
横

ば
い
状
態
に
あ
る
」
が
7
％

（
４
面
に
つ
づ
く
）

美
容
料
金
は
？

解
説　

美
容
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
／
並
木
孝
信

平成19年度

「美容経営等に

関するアンケート

調査」報告〔1〕

技術売上の状況の推移

年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

増加傾向にある 9.8％ 7.0％ 6.0％ 5.0％ 9.0％ 12.0％ 11.0％

横ばい状態にある 34.6％ 28.0％ 32.0％ 28.0％ 34.0％ 38.0％ 34.0％

減少傾向にある 55.6％ 65.0％ 61.0％ 67.0％ 57.0％ 50.0％ 55.0％

商品売上の状況の推移

年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

増加傾向にある 4.4％ 5.0％ 5.0％ 3.0％ 8.0％ 13.0％ 11.0％

横ばい状態にある 42.1％ 35.0％ 40.0％ 35.0％ 43.0％ 47.0％ 40.0％

減少傾向にある 53.5％ 60.0％ 55.0％ 62.0％ 49.0％ 40.0％ 49.0％

１　従事者について
事業主のみ 292 店 （28%）
家族従業員（事業主を除く） 409 店 （39%）
常時雇用者（家族従業員を除く） 533 店 （56%）
パート・アルバイト 300 店 （28%）
従業員数詳細　回答店舗数 1059 店舗

一店舗あたりの従業員数（事業主のみの店舗は除く） 5.6 人

値
上
げ

ラ
ッ
シ
ュ
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減
の
40
％
な
の
に
対
し
、「
減

少
傾
向
に
あ
る
」
は
9
％
大

幅
増
の
49
％
と
悪
化
。
こ
れ

は
技
術
売
上
の
増
減
の
流
れ

と
全
く
同
じ
で
す
。

商
品
売
上
は
5
〜
10

％
が
10
店
に
6
店

２
‐〔
３
〕「
技
術
売
上
」と
「
商

品
売
上
」
の
割
合
に
つ
い
て

　

こ
の
項
目
は
若
干
の
変
動

が
あ
り
ま
し
た
。「
技
術
90

％
・
商
品
10
％
」
の
サ
ロ
ン

が
36
％
か
ら
31
％
へ
、「
技

術
95
％
・
商
品
5
％
」
が
22

％
か
ら
25
％
へ
。
し
か
し
、

10
店
の
う
ち
6
店
弱
が
商
品

売
上
5
〜
10
％
と
い
う
状
況

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。「
技

術
80
％
・
商
品
20
％
」
は
前

回
と
同
様
10
店
に
1
店
の
割

合
で
あ
り
ま
す
が
、
商
品
販

売
に
積
極
的
な
サ
ロ
ン
な
の

か
、
技
術
売
上
が
少
な
い
か

ら
相
対
的
に
商
品
売
上
が
増

え
て
い
る
の
か
、
こ
の
数
字

だ
け
で
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
美
容
室
は
技
術
を
売

る
商
売
で
す
か
ら
、
モ
ノ
を

売
る
商
売
と
は
異
な
り
「
商

品
の
在
庫
」
を
嫌
う
意
識
が

強
い
よ
う
で
す
。
委
託
商
品

で
な
く
買
取
り
商
品
な
ら
、

な
お
さ
ら
で
す
。
そ
ん
な
こ

と
も
店
販
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
一
因
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
８
割
が
積
極
的
に
は

売
っ
て
い
な
い

２
‐〔
４
〕「
商
品
売
上
」
の

状
況
に
つ
い
て

　
「
通
常
業
務
の
範
囲
内
で

行
っ
て
い
る
」
が
10
店
の
う

ち
8
店
。
つ
ま
り
積
極
的
に

店
販
行
動
は
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
多

く
の
美
容
室
の
通
常
の
姿
な

の
で
し
ょ
う
。
上
手
な
セ
ー

ル
ス
技
術
を
身
に
つ
け
て
い

な
い
サ
ロ
ン
で
は
、
往
々
に

し
て
「
店
販
促
進
」
イ
コ
ー

ル
「
押
し
つ
け
」
に
な
り
が

ち
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
お
客

さ
ん
の
足
も
遠
の
い
て
し
ま

い
ま
す
。
と
く
に
美
容
室
は
、

訪
問
販
売
の
よ
う
な
1
回
こ

っ
き
り
の
取
引
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
い
い
も
の
を
売

る
、
お
客
さ
ん
の
利
益
を
優

先
さ
せ
る
と
い
う
姿
勢
が
大

事
で
す
。
そ
の
「
誠
実
」
さ

が
サ
ロ
ン
の
信
用
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、

販
売
す
る
商
品
に
対
す
る

「
絶
対
に
い
い
も
の
」
と
い

う
自
信
。
つ
ま
り
、
自
信
の

な
い
も
の
は
、
た
と
え
利
が

あ
っ
て
も
売
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
に
商
品
に

対
す
る
知
識
。
た
だ
「
こ
れ

い
い
の
よ
」
と
薦
め
る
だ
け

で
は
売
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
い

い
の
か
と
い
う
使
用
法
と
効

能
を
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る

知
識
が
、
店
主
に
も
ス
タ
ッ

フ
に
も
備
わ
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
問

わ
れ
て
「
さ
あ
」
と
首
を
か

し
げ
る
よ
う
で
は
、
お
店
の

信
用
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

何
を
売
る
か
の
商
品
選
択

は
大
変
難
し
い
で
し
ょ
う
が
、

た
と
え
ば
店
主
自
ら
（
あ
る

い
は
ス
タ
ッ
フ
自
ら
）「
50

代
の
（
あ
る
い
は
20
代
の
）

私
が
一
番
欲
し
い
も
の
」
を

基
準
に
選
定
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
「
店
主
が
薦
め
る
優
れ

た
一
品
」
を
持
つ
こ
と
で
す
。

と
く
に
小
規
模
店
ほ
ど
店
主

の
〝
信
用
力
〞
が
、
店
販
商

品
の
売
上
に
大
き
く
影
響
す

る
で
し
ょ
う
。

健
康
食
品
を
扱
っ
て

い
る
店
は
少
な
い

２
‐〔
５
〕
店
販
商
品
等
の
内

容
に
つ
い
て
（
複
数
回
答
）

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
ヘ

ア
ー
・
ケ
ア
商
品
」
が
ト
ッ

プ
の
51
％
（
前
回
は
49
％
）

で
、
他
を
大
き
く
引
き
離
し

て
い
ま
す
。
つ
い
で
「
化
粧

品
」「
貸
衣
裳
の
手
数
料
」「
ヘ

ア
ー
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
と

続
き
ま
す
が
、
こ
の
順
位
も

前
回
と
全
く
同
じ
。「
健
康

食
品
」
を
扱
っ
て
い
る
サ
ロ

ン
は
意
外
に
少
な
く
、
わ
ず

か
3
％
。
食
べ
も
の
は
美
容

室
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

総
合
パ
ー
マ
は

平
成
９
年
の
水
準
に

●
３
．「
現
行
の
美
容
料
金
」

（
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
基
準
）

総
合
パ
ー
マ
（
シ
ャ
ン
プ
ー

込
み
）

　

こ
の
10
年
、
最
も
高
い

平
均
料
金
を
記
録
し
た
前

年
の
９
、
１
７
０
円
か
ら

８
、９
６
８
円
に
下
落
。
前

年
を
２
０
２
円
下
回
り
、
指

数
も
１
０
０
・
８
と
平
成
９

年
の
水
準
近
く
ま
で
落
ち
ま

し
た
。
前
年
ま
で
は
上
昇
気

運
に
乗
り
９
、２
０
０
円
台

目
前
に
迫
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
一
転
し
て
９
、０
０
０

円
台
を
割
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
わ
け
で
す
。

　

平
均
料
金
の
足
を
引
っ
張

っ
て
い
る
低
料
金
営
業
も
拡

大
・
定
着
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

「
10
分
１
、０
０
０
円
カ
ッ

ト
」
専
門
の
美
容
室
や
「
20

分
２
、０
０
０
円
カ
ッ
ト
＆

ス
タ
イ
リ
ン
グ
」
の
美
容
室

が
出
現
し
て
い
ま
す
。
客
寄

せ
の
た
め
低
料
金
営
業
に
転

換
す
る
サ
ロ
ン
も
あ
り
ま
す

が
、
か
り
に
そ
れ
で
少
し
客

足
が
伸
び
て
も
、
全
体
の
売

上
げ
に
結
び
つ
か
な
い
例
も

多
く
、
し
か
も
、
い
っ
た
ん

料
金
を
下
げ
る
と
元
に
戻
す

の
は
至
難
で
す
。

　

総
合
パ
ー
マ
は
料
金
帯

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
最

多
料
金
帯
は
８
、
０
０
０

〜
８
、
４
９
９
円
で
25
店

に
4
店
。
７
、
０
０
０
〜

９
、
４
９
９
円
の
サ
ロ
ン

が
10
店
に
6
店
あ
り
、
最

低
は
〜
５
、
９
９
９
円
で

50
店
に
1
店
、
最
高
は

１
２
、５
０
０
円
〜
で
50
店

に
3
店
を
数
え
ま
す
。

カ
ッ
ト
（
ブ
ロ
ー
付
き
）

　

2
年
連
続
で
４
、０
０
０

円
台
を
キ
ー
プ
し
、
前
年

は
４
、０
３
９
円
と
こ
の
10

年
間
の
最
高
値
を
実
現
さ

せ
ま
し
た
が
、
今
年
は
平

均
パ
ー
マ
料
金
と
同
じ
く

大
台
割
れ
の
３
、９
７
８
円
。

指
数
も
98
・
6
と
１
０
０

を
割
り
込
み
ま
し
た
。
最

多
料
金
帯
は
３
、５
０
０
〜

３
、
９
９
９
円
で
３
店
に

１
店
、
つ
い
で
４
、０
０
０

円
〜
４
、
４
９
９
円
が
5

店
に
1
店
。
３
、０
０
０
〜

４
、４
９
９
円
の
サ
ロ
ン
が

全
体
の
71
％
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。最
低
は
〜
２
、９
９
９

円
（
20
店
に
1
店
）。
最
高

は
５
、５
０
０
円
〜
（
25
店

に
2
店
）。

セ
ッ
ト

　

平
均
料
金
は
２
、７
７
０

円
で
前
年
よ
り
32
円
の
マ

イ
ナ
ス
。
最
多
料
金
帯
は

２
、０
０
０
〜
２
、４
９
９
円

（
28
％
）
で
す
。
２
、０
０
０

〜
３
、４
９
９
円
の
サ
ロ
ン

が
全
体
の
65
％
を
占
め
て
い

ま
す
。最
低
は
〜
１
、９
９
９

円
（
50
店
に
6
店
）。
最
高

は
５
、０
０
０
円
〜
（
25
店

に
1
店
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
９
月
号
に
つ
づ
く
）

総合パーマ及びカットの11年間の平均料金推移
総合パーマ 指数 カット 指数

平成９年度 8,896円 100.0 4,035円 100.0

平成10年度 8,858円 99.6 4,015円 99.5

平成11年度 9,090円 102.2 3,873円 96.0

平成12年度 9,146円 102.8 3,960円 98.1

平成13年度 9,080円 102.1 3,969円 98.4

平成14年度 9,018円 101.4 4,019円 99.6

平成15年度 9,039円 101.6 3,956円 98.0

平成16年度 8,731円 98.1 3,894円 96.5

平成17年度 9,137円 102.7 4,015円 99.5

平成18年度 9,170円 103.0 4,039円 100.0

平成19年度 8,968円 100.8 3,978円 98.6

※注①　指数は平成９年度100.0
※注②　総合パーマ料金はショートヘア基準でシャンプー込み
※注③　カット料金はブロー込み
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公　

示　
（
平
成
二
十
年
八
月
一
日

公
示
第
二
八
三
号　

）

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
書（
抜
粋
）

〔
事
業
概
況
〕

平
成
二
○
年
四
月
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
に
伴
う

支
援
金
及
び
前
期
高
齢
者
医

療
費
の
財
政
調
整
等
の
支
出

が
見
込
れ
、
若
年
組
合
員
が

多
い
当
組
合
の
財
政
負
担
が
、

今
後
大
幅
に
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
歳
入

に
お
い
て
は
、保
険
料
は
、被

保
険
者
が
対
前
年
比
三
・
三

％
の
増
加
に
よ
り
、
約
八
千

九
百
万
円
の
収
入
増
と
な

り
、
ま
た
国
及
び
東
京
都
か

ら
の
補
助
金
は
、
普
通
調
整

補
助
率
の
引
き
下
げ
に
も
拘

ら
ず
医
療
費
の
増
大
等
に
よ

り
、約
一
億
二
百
万
円（
五
・

六
％
）
の
増
加
と
な
り
交
付

さ
れ
、
高
額
医
療
費
の
共
同

第
一
五

回
組
合
会
開
催

事
業
交
付
金
、
繰
越
金
等
を

含
め
た
歳
入
合
計
は
、
予
算

現
額
よ
り
約
四
億
二
千
六
百

万
円
余
り
の
増
と
な
り
ま
し

平
成
二
十
年
七
月
四
日
、

第
一
五
○
回
組
合
会
の
議
決

に
基
づ
き
、「
平
成
十
九
年

度
事
業
報
告
、
財
産
目
録
」

に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険

施
行
令
第
二
十
三
条
第
二
項

に
よ
る
東
京
都
知
事
へ
の
届

出
を
し
た
の
で
、
同
法
施
行

令
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
こ
れ
を
公
示
す
る
。

東
京
美
容
国
民
健
康
保
険
組
合

　

理
事
長　

福
島
好
子

〔
監
査
報
告
書
〕

平
成
十
九
年
度
事
業
実
施

状
況
な
ら
び
に
歳
入
歳
出
決

算
お
よ
び
財
産
に
つ
い
て
、諸

帳
簿
関
係
書
類
照
合
の
う
え
、

監
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、い
ず

れ
も
的
確
で
あ
る
こ
と
を
認

め
た
の
で
、こ
れ
を
報
告
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
八
日

東
京
美
容
国
民
健
康
保
険
組
合

　

監
事　

田
代
昭
正
㊞

　

 

〃 　

酒
寄
ト
ヨ
子
㊞

　

 

〃 　

佐 

藤 

雄 

二
㊞

「
平
成
十
九
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
・
剰
余
金
処

分
・
財
産
目
録
」
議
決

去
る
七
月
四
日
㈮
午
後
四

時
か
ら
美
容
会
館
二
階
研
修

室
に
於
て
第
一
五
○
回
組
合

会
（
決
算
総
会
）
が
役
員
・

組
合
会
議
員
（
四
十
二
名
）

の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
次
の
と
お

り
議
決
さ
れ
た
。

〔
議
決
事
項
〕

●
第
一
号
議
案

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

に
つ
い
て 

（
原
案
可
決
）

●
第
二
号
議
案

平
成
十
九
年
度
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て （
原
案
可
決
）

●
第
三
号
議
案

平
成
十
九
年
度
歳
入
歳
出

決
算
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い

て 

（
原
案
可
決
）

●
第
四
号
議
案

平
成
十
九
年
度
財
産
目
録

に
つ
い
て 

（
原
案
可
決
）

●
第
五
号
議
案

組
合
回
議
員
の
選
挙
に
つ

い
て 

（
原
案
可
決
）

〔
報
告
事
項
〕

⑴
全
体
協
議
会
開
催
に
つ
い
て

⑵
事
務
所
夏
期
休
業
に
つ
い
て

〔平成19年度歳入歳出決算書〕

歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

科　　　目（款） 決算額（円） 科　　　目（款） 決算額（円）

１ 保 険 料 2,869,957,000 １ 組 合 会 費 4,882,855

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 0 ２ 総 務 費 236,910,775

３ 国 庫 支 出 金 1,914,827,301 ３ 保 険 給 付 費 2,979,659,970

４ 都 支 出 金 216,860,355 （ 療 養 諸 費 ） 2,687,460,112

５ 連 合 会 支 出 金 0 （ そ の 他 ） 292,199,858

６ 共 同 事 業 交 付 金 59,027,000 ４ 老 人 保 健 拠 出 金 1,439,964,648

７ 財 産 収 入 7,979,803 ５ 介 護 納 付 金 331,354,050

８ 寄 附 金 0 ６ 共 同 事 業 拠 出 金 47,238,000

９ 繰 入 金 0 ７ 保 健 事 業 費 70,488,603

10 繰 越 金 1,057,911,523 ８ 積 立 金 7,979,803

11 諸 収 入 16,830,528 ９ 諸 支 出 金 1,407,500

歳　入　合　計 6,143,393,510 歳　出　合　計 5,119,886,204

〔平成19年度財産目録〕
１．積立金　　　　　　　　　（平成20年３月31日現在）

種　　　別 現　在　高（円）

特 別 積 立 金 1,013,300,763

給付費支払準備金 605,175,757

退 職 積 立 金 101,248,148

計 1,719,724,668

２．その他

種　　別 数　量 取得価格（円）

事務所建物 220.17㎡ 32,500,000

什 器 　　7点 1,353,824

備 品 　100点 5,002,284

合　　計 　108点 38,856,108

た
。こ

れ
に
対
す
る
歳
出
は
、

保
険
給
付
費
は
約
二
億
四
千

六
百
万
円（
九
・
○
％
）の
大

幅
な
支
出
増
と
な
り
ま
し

た
が
、
老
人
保
健
拠
出
金
が

約
五
千
六
百
万
円（
▲
三
・
八

％
）の
減
額
と
な
り
、介
護
納

付
金
、
共
同
事
業
拠
出
金
等

を
含
め
て
、
歳
出
予
算
額
は

約
五
億
九
千
七
百
万
円
余
り

と
な
り
ま
し
た
。

千
五
百
万
円
の
赤
字
決
算
と

な
っ
て
、
平
成
十
九
年
度
事

業
を
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
残

高
は
約
十
億
二
千
三
百
万
円

と
な
り
、
繰
越
金
を
除
い
た

単
年
度
に
お
い
て
は
、
約
三
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出
産
・
死
亡
・

入
院
し
た
と
き

▽
出
産
育
児
一
時
金（
現
金
給
付
）

被
保
険
者
が
出
産
し
た

と
き
、
一
件
当
た
り
三
五
〇
、

〇
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
妊
娠
四
ヶ
月
以
上
で
あ

れ
ば
、
流
産
・
死
産
で
も
支

給
さ
れ
、
双
生
児
の
と
き
は
、

二
件
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。）

（
平
成
十
八
年
十
月
よ
り

被
保
険
者
の
申
請
に
よ
り
、

医
療
機
関
等
を
受
取
代
理

人
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
事
前
申
請
））

▽
出
産
手
当
金（
現
金
給
付
）

資
格
取
得
後
六
ヶ
月
以
上

の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と

き
、
次
の
「
出
産
手
当
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・ 

事
業
主
組
合
員
〜
一
日
に

つ
き
一
、〇
〇
〇
円
の
三
十

日
分
〜
三
〇
、〇
〇
〇
円

・ 

従
業
員
組
合
員
〜
一
日
に

つ
き
七
〇
〇
円
の
三
十
日

分
〜
二
一
、
〇
〇
〇
円

・ 

同
一
世
帯
家
族
〜
一
日
に

つ
き
五
〇
〇
円
の
三
十
日

分
〜
一
五
、
〇
〇
〇
円

（
出
産
日
か
ら
三
十
日
後

の
支
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
間
に
喪
失
し
た
と
き
は
、

三
十
日
分
支
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

▽
葬
祭
費
（
現
金
給
付
）

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と

き
、
次
の
葬
祭
費
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

・ 

事
業
主
組
合
員
が
死
亡
し

た
と
き一

〇
〇
、
〇
〇
〇
円

・ 

従
業
員
組
合
員
が
死
亡
し

た
と
き

七
〇
、
〇
〇
〇
円

・ 

同
一
世
帯
家
族
が
死
亡
し

た
と
き

七
〇
、
〇
〇
〇
円

▽
入
院
手
当
金（
現
金
給
付
）

入
院
が
資
格
取
得
後
三
ヶ

月
以
上
た
っ
て
い
る
被
保

険
者
に
限
り
、
次
の
「
入
院

手
当
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
出
産
・
交
通
事
故
関
係
は

除
外
）

・ 

事
業
主
組
合
員
〜
一
日
に

つ
き
一
、
〇
〇
〇
円
の
入

院
日
数
分

・ 

従
業
員
組
合
員
〜
一
日
に

つ
き
七
〇
〇
円
の
入
院
日

数
分

 

・ 

同
一
世
帯
家
族
〜
一
日
に

つ
き
五
〇
〇
円
の
入
院
日

数
分

―
―

（
入
院
手
当
金
の
支

給
期
間
は
同
一
の
疾
病
ま
た

は
、
負
傷
及
び
こ
れ
に
よ
り

発
し
た
疾
病
に
関
し
て
は
そ

の
支
給
を
始
め
た
日
か
ら
起

算
し
て
三
〇
日
を
限
度
と
し

ま
す
。）

★
申
請
に
つ
い
て

・ 

国
保
組
合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

申
請
書
の
交
付
を
受
け
、

必
要
書
類
を
添
付
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

申
請
期
限
は
、
そ
の
事
実

が
発
生
し
た
翌
日
か
ら
二

年
以
内
で
す
。

★
支
給
に
つ
い
て

・ 

申
請
後
、
指
定
金
融
機
関

に
振
込
み
と
な
り
ま
す
。

・ 
振
込
み
後
、「
支
払
決
定
通

知
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※ 

毎
月
二
十
日
ま
で
の
申
請

分
を
月
末
に
振
込
み
ま
す
。

（
療
養
費
・
入
院
手
当
金
は

別
扱
）

　

 

な
お
、
実
際
に
指
定
口
座

に
入
金
さ
れ
る
の
は
、
振

込
日
か
ら
四
〜
五
日
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
出
産
手
当
金
」「
入
院
手
当
金
」

は
、
区
・
市
町
村
の
国
民
健
康

保
険
で
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈組合指定旅館契約施設〉

場　　　所 旅　館　名 協定料金（１泊２食） 摘　　　要

神奈川
箱 根

富 士 屋 ホ テ ル 平 日 14,000円～ 箱根湯本駅より徒歩５分

ホ テ ル お か だ 平 日 12,000円～ 箱根湯本駅より車で５分

ホ テ ル お く ゆ も と 平 日 15,000円～ 箱根湯本駅より車で10分

箱 根 小 涌 園 平 日 12,000円～ 小涌谷駅より車で５分

仙 石 原 ホテルグリーンプラザ箱根 平 日 9,500円～ 箱根湯本駅より車で35分、徒歩３分

静 岡

湯 河 原 い す ず ホ テ ル 平 日 10,000円～ 湯河原駅より車で10分

熱 海
ホ テ ル ニ ュ ーア カ オ 平 日 16,000円～ 熱海駅より車で８分

ニ ュ ーフ ジ ヤ ホ テ ル 平 日 15,000円～ 熱海駅より車で５分

修 善 寺 菊 屋 旅 館 平 日 14,000円～ 修善寺駅より車で５分

伊豆長岡 ホ テ ル 三 楽 荘 さ か や 平 日 10,000円～ 伊豆長岡駅より車で10分

伊 東
伊 東 ホ テ ル 聚 楽 平 日 11,000円～ 伊東駅より車で10分

伊 東 大 和 館 平 日 12,000円～ 伊東駅より車で10分

土 肥 玉 樟 園 新 井 平 日 15,000円～ 三島駅より鉄道・車で80分

群 馬

伊 香 保 福 一 平 日 15,000円～ 渋川駅より車で15分

水 上 水 上 館 平 日 13,000円～ 水上駅より車で15分

四 万 四 万 グ ラ ン ド ホ テ ル 平 日 11,000円～ 中之条駅より車で25分

草 津 ホ テ ル 一 井 平 日 10,000円～ 長野原草津口より車で25分

千 葉
鴨 川 鴨 川 グ ラ ン ド ホ テ ル 平 日 16,000円～ 安房鴨川駅より徒歩10分

勝 浦 ホ テ ル 三 日 月 平 日 13,000円～ 勝浦駅より車で１分

栃 木

鬼 怒 川 ホ テ ル ニ ュ ー オ カ ベ 平 日 10,000円～ 鬼怒川温泉駅より徒歩３分

那 須 サンバレーリゾート那須高原 平 日 11,000円～ 那須塩原駅より車で45分

塩 原 ホ テ ル ニ ュ ー 塩 原 平 日 11,000円～ 那須塩原駅より車で45分

新 潟 越後湯沢 ホテルスポーリア湯沢 平 日 7,500円～ 越後湯沢駅より徒歩５分

山 梨
石 和 ホ テ ル 春 日 居 平 日 13,600円～ 石和温泉駅より車で５分

富士吉田 ホ テ ル 鐘 山 苑 事務局にお問合せ下さい 富士吉田駅より車で10分

○申込方法…保険組合へ電話で申し込んで下さい。申込みはなるべくお早めに被保険
者証記号・番号、住所・氏名・男女、大人、小人の区別、人員数をお知らせ下さい。
○シーズン中および人員により料金が変更する場合もあります。
○申込後ご都合でキャンセルする場合は至急組合へお知らせ下さい。
○協定料金に消費税５％、入湯税150円～が加算されます。

△

平成19年度保険給付状況

種別区分 件数（件） 給付額（円）

療
養
給
付

診 療 費 211,625

薬 剤 93,994

食 事 療 養 （1,962）

訪 問 看 護 37

小 計 305,656 2,561,781,037

療
養
費

診 療 費 58 896,217

そ の 他 17,873 95,973,609

小 計 17,931 96,869,826

療 養 諸 費 323,587 2,658,650,863

高 額 療 養 費 1,763 153,268,729

そ
の
他
給
付

出産育児一時金 351 122,850,000

葬 祭 費 71 5,660,000

出 産 手 当 金 285 5,015,500

入 院 手 当 金 386 3,924,300

小 　 計 1,093 137,449,800

審査支払手数料その他 － 30,290,578

合　　　　　　計 326,443 2,979,659,970

△

平成19年度　　　　　
年間平均被保険者数内訳
事業主組合員 4,832人

従業員組合員 16,522

同一世帯家族 8,340

計 29,695

○都内被保険者数   23,573人
○老人保健対象者数     683人

△

平成19年度保険料収納状況
種　　別 調定額累計 収納額累計 不納欠損額 収入未済額 収納率

現　年　分 2,869,757,800円 2,869,344,300円 0円 413,500円 99.99％

滞納繰越分 612,700 612,700 0 0 100.00

計 2,870,370,500 2,869,957,000 0 413,500 99.99

△

平成19年度老人医療給付状況
種　　別 件　数（件） 老人保健負担額（円） 拠出金算定額（円）

（概算拠出金額）

診 療 費 14,007 369,802,343 1,423,072,211

薬 剤 支 給 8,044 88,882,411 （精算額）

食 事 療 養 （438） 7,795,178 13,773,368

そ の 他 949 14,306,069

計 23,000 509,165,742 1,436,845,579

△

平成19年度補助金交付状況
種　別　区　分 交付額（円）

国庫補助金

事 務 費 補 助 金 22,049,990

療 養 給 付 費 等 補 助 金 1,109,998,758

老 人 保 健 医 療 費 拠 出 金 補 助 金 597,412,377

介 護 納 付 金 補 助 金 128,106,045

出 産 育 児 一 時 金 補 助 金 40,411,000

特 別 対 策 費 補 助 金 13,484,000

後期高齢者医療制度関係業務準備事業費補助金 3,365,131

小　　　計 1,914,827,301

都費補助金 都 費 補 助 金 216,860,355

合　　　　　　計 2,131,687,656

〔決算剰余金処分〕△

平成19年度決算剰余金額
1,023,507,306円△

処分方法及び金額内訳
○特別積立金に積立

0円
○給付費支払準備金に積立

0円
○退職積立金に積立

0円
○平成20年度歳計金に繰越

1,023,507,306円

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

★当組合協定施設並びにジェイティービー・日本旅行との契約指
定の全国の宿泊施設がご利用できます。
　利用助成金（年度内２泊）被保険者１名１泊につき3,000円を助
成します。是非ご利用下さい。

ご利用方法
①当組合協定施設をご利用の方は、当組合事務局までお問い合せ下さい。
②旅行の目的地が決まったら、お近くのジェイティービー・日本旅行の窓口（またはお電話）で
お申込みください。

③予約後、当組合へお電話下さい。「利用申込書」を作成し、郵送します。
④ジェイティービー、日本旅行に「利用申込書」を提出していただき、宿泊券全額から助成金額
を差し引いた宿泊料金を支払い、クーポン券・宿泊券をお受け取りください。

ご利用される方のメリット
○ジェイティービー・日本旅行では情報のネットワークが充実していますので、希望日の空室状
況、宿泊施設の特徴、周辺の観光情報・交通情報など行き届いたサービスの提供が受けられます。

○ジェイティービー（全国8,000軒）・日本旅行（全国5,000軒）と契約を結んでいる旅館、ホテル、
民宿、ペンション、国民宿舎等のあらゆるタイプの宿泊施設がご利用できます。

○宿泊される方、おとな２名以上で通算距離201km以上をご利用の場合、JR運賃が２割引になり
ます。但し、東海道新幹線にまたがる場合は全区間１割引となります。JR割引きっぷをご利用
の方は、当組合で用意してありますので「JR乗車券購入申込書」記入のうえ承認を受けてくだ
さい。（郵送で手続きができます）

　※旅行取扱手数料、消費税（５％）については別途お支払いください。

保養施設の
ご案内

事務局夏期休業のお知らせ
▽休業期間（美容会館休館日）

八月十三日（水）八月十四日（木）八月十五日（金）
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牛
込
支
部
（
河
畑
昭
夫

支
部
長
）
で
は
、
梅
雨
の
晴

れ
間
を
ぬ
っ
て
７
月
１
日

（
火
）、「
美
と
匠
の
祭
典
」

と
題
し
た
目
黒
雅
叙
園
百
段

階
段
の
見
学
と
昼
食
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

目
黒
駅
よ
り
「
行
人
坂
」

を
３
分
程
下
っ
た
と
こ
ろ

が
目
黒
雅
叙
園
。
47
人
乗
り

の
豪
華
絢
爛
な
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
び
っ
く
り
。
ア
ニ
メ

映
画
「
千
と
千
尋
の
神
隠

し
」
の
油
屋
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
百
段
階
段
と
７
つ
あ
る

各
部
屋
へ
。
螺
鈿
の
間
、
浦

島
太
郎
の
木
板
彫
り
、
菊
池

華
秋
、
板
倉
星
光
、
鏑
木
清

方
、
磯
部
草
丘
、
荒
木
十
畝

な
ど
、
当
代
き
っ
て
の
作
家

の
名
前
が
つ
い
た
各
部
屋
の

天
井
、
欄
間
、
襖
の
美
人
画

や
静
物
画
は
、
ど
の
作
品
を

観
て
も
年
代
の
素
晴
ら
し
い

息
吹
が
心
豊
か
に
し
て
く
れ

て
気
分
爽
快
に
な
り
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
ー
を
交
え
た
楽

し
い
解
説
に
う
な
ず
き
つ

つ
約
１
時
間
、
99
段
を
登
り
、

３
万
坪
に
細
川
力
蔵
と
い
う

方
の
贅
を
つ
く
し
た
当
時
の

建
築
様
式
が
忍
ば
れ
感
動
し

ま
し
た
。
ト
イ
レ
の
壁
も
螺

鈿
が
ち
り
ば
め
ら
れ
赤
い
太

鼓
橋
が
ま
た
心
和
む
風
情
で

し
た
。

お
腹
も
す
い
て
昼
食
と

な
り
、
７
月
１
日
解
禁
の
地

ビ
ー
ル
で
乾
杯
。
食
事
の
後
、

参
加
者
26
名
、
三
三
五
五
別

れ
ま
し
た
。

　

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
（
細
木
良

昭
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
で
は
、
６

月
24
日
（
火
）、
群
馬
県
の

老
神
温
泉
へ
日
帰
り
バ
ス
旅

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

梅
雨
の
真
っ
最
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
汗
ば
む
ほ
ど
の
好

天
気
に
恵
ま
れ
、
数
奇
屋
風

造
り
の
旅
館
の
緑
あ
ふ
れ
る

香
の
中
で
「
利
根
懐
石
料

理
」
を
賞
味
。
そ
し
て
、
心

安
ら
い
だ
温
泉
の
ぬ
く
も
り

に
つ
つ
ま
れ
て
満
足
の
ひ
と

時
を
過
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
滝
百
選
、

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
吹
割
の
滝
」
を
見
物
。

昨
日
ま
で
の
雨
で
水
量
を
増

し
た
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
は
、

ご
う
ご
う
と
音
を
た
て
落
下

し
、
飛
散
す
る
水
し
ぶ
き
が

記
念
写
真
を
撮
る
見
物
人
を

濡
ら
し
て
い
ま
し
た
。

江
戸
川
支
部
（
金
子
正
吉

支
部
長
）
で
は
、
７
月
１
日
、

富
士
山
五
合
目
と
駿
河
湾
の

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
む
日

帰
り
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。
組
合
員
56
名
の
参
加

を
得
て
船
堀
駅
前
よ
り
バ
ス

２
台
で
出
発
。
当
日
の
天
気

は
曇
り
模
様
で
し
た
が
、
御

殿
場
近
く
に
く
る
と
最
初
の

目
的
地
の
富
士
山
の
頂
上
が

望
め
た
も
の
の
、
さ
あ
、
こ

れ
か
ら
ド
ラ
イ
ブ
と
い
う
時

に
は
、
霧
で
５
合
目
よ
り
上

は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
日
は
富
士
山
の
山
開
き
と

重
な
り
、
前
日
よ
り
沢
山
の

ハ
イ
カ
ー
が
ご
来
光
を
見
に

登
山
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

頂
上
で
は
、
雲
海
を
下
に
太

陽
が
見
え
た
そ
う
で
す
。
残

念
で
し
た
が
、
気
持
ち
を
切

り
替
え
て
、
も
う
一
つ
の
目

的
地
、
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
と

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
へ
と
向
い
ま

し
た
。

会
員
制
の
ホ
テ
ル
に
は
船

で
到
着
。
皆
さ
ん
お
腹
を
空

か
し
て
い
ま
し
た
の
で
思
い

思
い
の
お
酒
を
頼
み
、
料
理

も
フ
ル
コ
ー
ス
で
大
変
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
、
一
同
至
福

の
ひ
と
と
き
を
過
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

お
腹
が
一
杯
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
大
型
の
ク
ル
ー
ザ

ー
に
乗
船
し
て
お
楽
し
み

の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
へ
。
初
夏

の
日
差
し
を
浴
び
、
駿
河
湾

を
快
走
し
て
大
い
に
堪
能
し

ま
し
た
。
帰
り
に
は
皆
さ
ん
、

沢
山
の
お
土
産
を
両
手
に
持

ち
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

老
神
温
泉
にバ

ス
旅
行

　

夏
、
九
夏
、
三
夏
、
炎
帝
、

米
夏
、
土
用

　

立
夏
（
ほ
ぼ
５
月
６
日
）

か
ら
立
秋
（
ほ
ぼ
８
月
８

日
）
の
前
日
ま
で
を
夏
と
い

う
。

　

九
夏
は
夏
90
日
間
の
称
。

三
夏
は
初
夏
、
仲
夏
、
晩
夏

の
総
称
。
炎
帝
、
米
夏
は
夏

の
漢
名
だ
そ
う
な
。

　

土
用
、
土
用
は
四
季
に
あ

る
が
、
通
常
、
土
用
と
い
え

ば
夏
の
土
用
を
さ
す
。
７
月

20
日
頃
か
ら
、
お
よ
そ
18
日

間
、
土
用
の
丑
の
日
に
は
鰻

を
食
べ
て
精
気
を
養
う
風
習

が
あ
る
が
、
最
近
は
産
地
の

偽
装
と
か
、
消
費
期
限
の
改

ざ
ん
偽
装
等
で
安
心
し
て
食

べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
お
客
様
の
残
り
物
の
使

い
廻
し
、
牛
肉
の
偽
装
工
作

な
ど
悲
し
す
ぎ
る
。

　

多
く
の
日
本
の
心
ま
で
偽

装
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
は
思

い
た
く
な
い
。

　

納
涼
船　

荒
川
鰻　

裂
い
て
出
し

…
く
ら
い
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

そ
れ
と
も
風
流
に
決
め
て

　

 

白
地
着
て　

好
色
の
顔　

ま
き
散
ら
す

こ
の
夏
は
白
絣
着
て
冷
っ
こ

い
ビ
ー
ル
で
も
、
ど
う
…
？

 

（
編
集
人
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

斉
藤
よ
し
子
さ
ん （
滝
野
川
支
部
）

（
平
成
20
年
６
月
26
日
）

雅
叙
園
の
百
段
階
段
と

昼
食
会
楽
し
む

日
帰
り
バ
ス
旅
行

　

駿
河
湾
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

江
戸
川
支
部

牛
込
支
部

中
央
ブ
ロ
ッ
ク

組合恒例 

〈第10回〉親睦ゴルフ大会
10／14（火）唐沢ゴルフ倶楽部

栃木県佐野市

この大会は組合員やスタッフの他、広
く業界関係にも呼びかけて、ゴルフを
通じて親睦を図ろうというのが目的。

会　費　8,000円
　　　　 （プレー費は昼食

含み11,000円）
申込み　 ４名１組で組合

本部へ
締切日　９月22日（月）

※詳細は同封のチラシ参照

参加者募集
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◆
Ｃ
コ
ー
ス
中
振
袖

　

中
振
袖
の
お
着
付
は
も
ち

ろ
ん
、
美
し
い
帯
の
巻
き
方
、

結
び
方
、
交
差
の
仕
方
な
ど

中
振
袖
を
上
手
に
着
せ
る
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
懇
切
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。

日　

時

　

10
月
30
日
㈭
、
11
月
13
日

㈭
、
11
月
20
日
㈭
、
11
月

27
日
㈭

　

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

受
講
料

　

M 
２
１
、０
０
０
円

　

S 

２
４
、０
０
０
円

　

V 

２
７
、０
０
０
円

そ

の

他

◆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ

実

技

講

習

会

　

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
展
示
〜
レ

ザ
ー
の
持
ち
方
〜
実
習

日　

時

　

９
月
30
日
㈫

　

午
後
３
時
30
分
〜
６
時

受
講
料

　

M 

無
料　
　
　

　

S 

２
、０
０
０
円

　

V 

３
、０
０
０
円

販
売
品
の
お
知
ら
せ

◆
Ｔ
Ｂ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ザ
ー

　
〝
テ
ク
ニ
カ
〞

　

伝
統
あ
る
研
磨
技
術
に
よ

り
、
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
を
実

現
し
た
シ
ザ
ー
で
す
。

定　

価 

各
３
９
、９
０
０
円

種　

類　

・
ス
ト
レ
ー
ト

　
　
　
　

・
エ
フ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

・
セ
ニ
ン
グ　

◆
着
付
用
ボ
デ
ィ

価　

格 

３
３
、６
０
０
円

内　

容　

腕
な
し
、
軽
量
、

足
の
部
分
は
取
外
し
可
能

で
持
ち
運
び
に
便
利
で
す
。

◆
着
付
用
ボ
デ
ィ
ケ
ー
ス

当
会
販
売
の
ボ
デ
ィ
に
あ

わ
せ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

価　

格 

１
５
、７
５
０
円

内　

容

　
【
色
柄
…
黒
】

　
【
形
…
シ
ョ
ル
ダ
ー
型
】

◆
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

　

専
用
ウ
ィ
ッ
グ

価　

格

　

一
台 

２
０
、０
０
０
円

【
送
料
着
払
い
】

※
Ｔ
Ｂ
Ａ
会
員
は

　

一
台 

１
９
、０
０
０
円

内　

容
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
専
用
と
し
て
開
発
さ

れ
た
ド
ー
ル
・
ヘ
ッ
ド
。

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
事
務
局
に
ま
で

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

渋
谷
区
代
々
木
１
―
56
―
４

東
京
美
容
家
集
団

☎
０
３・３
３
７
９・０
５
５
５

ヘ

ア

◆
ベ
ー
シ
ッ
ク（
基
礎
）カ
ッ
ト

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

シ
ザ
ー
ズ
の
持
ち
方
か
ら

ワ
ン
レ
ン
グ
ス
・
レ
イ
ヤ
ー
・

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
基

礎
か
ら
ス
タ
イ
リ
ン
グ
構
成

な
ど
を
指
導
致
し
ま
す
。（
テ

キ
ス
ト
付
）

日　

時
９
月
２
日
㈫
、
９
月
30
日

㈫
、
10
月
14
日
㈫
、
10
月

28
日
㈫

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

受
講
料

　

M 

１
２
、０
０
０
円

　

S 

１
４
、０
０
０
円

　

V 

１
６
、０
０
０
円

◆
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
ト
コ
ー
ス

　
（
応
用
・
中
級
コ
ー
ス
）

　

①
カ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
方
法
②
サ
ロ
ン
ス
タ
イ
ル

の
基
本
的
デ
ザ
イ
ン
③
毛
量

調
整
の
数
種
類
等
。

日　

時
11
月
４
日
㈫
、
11
月
11
日

㈫
、
12
月
２
日
㈫

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

受
講
料

　

M 

１
２
、０
０
０
円

　

S 

１
３
、５
０
０
円

　

V 

１
５
、０
０
０
円

着

付

◆
Ａ
コ
ー
ス
街
着

短
時
間
で
着
付
の
基
礎

を
お
勉
強
し
た
い
方
！
改
め

て
基
礎
か
ら
お
勉
強
し
た

い
方
！
に
オ
ス
ス
メ
の
コ

ー
ス
で
す
。
Ｓ
コ
ー
ス
（
初

心
者
）
を
受
講
さ
れ
た
方
も
、

引
き
続
き
学
べ
ば
よ
り
効
果

的
で
す
。

日　

時

　

９
月
11
日
㈭
、
９
月
18
日

㈭
、
９
月
25
日
㈭

　

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

受
講
料

　

M 

１
６
、０
０
０
円

　

S 

１
８
、５
０
０
円

　

V 

２
１
、０
０
０
円

◆
Ｂ
コ
ー
ス
留
袖

　

サ
ロ
ン
で
着
付
の
で
き
る

技
術
者
に
な
る
為
、
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
の
為
な
ど
、
分
か

り
易
く
指
導
し
ま
す
。

日　

時

　

10
月
９
日
㈭
、
10
月
16
日

㈭
、
10
月
23
日
㈭

　

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

受
講
料

　

M 

１
６
、０
０
０
円

　

S 

１
８
、５
０
０
円

　

V 

２
１
、０
０
０
円

泫
受
講
料
に
つ
い
て

M
＝
Ｔ
Ｂ
Ａ
会
員

S
＝
Ｔ
Ｂ
Ａ
会
員
の
店

の
従
業
員

V
＝
ビ
ジ
タ
ー

日時：9月4日㈭午後7時予定
会場：美容会館9階ＴＢホール

入場料：会員無料　ビジター3,000円

◎【ヘア】  
　出演者：小高正樹、里巴

◎ 【着付】（仮）京舞妓
　出演者：金田恵美子、北嶋益実

◎タカラCM
※都合により内容が一部変更になる場合があります。

お問合せ：
東京美容家集団 （TBA）事務局へ　
TEL：03（3379）0555

９月月例会

各
種
実
技
講
習
会
の
お
知
ら
せ

期　　日　 平成20年11 月18日（火）
～19日（水）１泊２日

旅 行 先　福岡県周辺の観光地
参 加 費　１人　58,600円（7,000円の大会入場券付き）
募集人数　80名
申　　込　 参加費を添え各支部へ
締　　切　 10月10日（金）
　　　　　※但し、定員になり次第締め切ります。
企　　画　東美同組総務部
行　　程　 〈１日目〉　羽田空港⇒福岡空港⇒マリ

ンメッセ福岡（大会観戦・弁当）⇒虹の
松原⇒唐津ロイヤルホテル（泊）

　　　　　 〈２日目〉　ホテル⇒柳川川下り⇒御花
（庭園見学・昼食）⇒大宰府天満宮⇒観
光会館はかた⇒福岡空港⇒羽田空港

　　　　　※柳川川下り、太宰府天満宮はオプションです。

第
36
回
全
国
大
会

参
加
者
募
集

観
戦
と
北
九
州
の
旅

観
戦
と
北
九
州
の
旅
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